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Ultraコースビューについて
• Ultraコースビューは、Blackboard Learn(LACSの
ベースとなっているシステム)の新しいユーザインタ
フェースです

• これまでのユーザインタフェース(Originalコース
ビュー)に比べ、シンプルな画面で、より直感的でスムー
ズな操作ができるようになっています

• レスポンシブデザインで、スマートフォンやタブレット
への適応が進んでいます

V
er
. 1
.0
0

LA
C
S
の
U
lt
ra
コ
ー
ス
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

1. はじめに



5

Ultraコースビューの制限事項
• Originalコースビューにある機能で、
• まだ未実装のものがあります
• 廃止されたものがあります
• 他の機能に置き換わっているものがあります

• 一度、Ultraコースビューに切り替えると、Originalコー
スビューに戻ることは出来ません
• 切り替え時に、コースビューのプレビューは可能です
• プレビュー中は、元に戻すことができます
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Ultraコースビュー利用申請
• Ultraコースビューを利用するには、以下の窓口まで申請
が必要です
• ICT基盤センター LACSサポート窓口
• lacs_support@gl.nagasaki-u.ac.jp

• 申請後、LACSのコースからUltraビューへの変更が可能
となります
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1. はじめに

① Ultraコースビューに変更したい
コースを開きます

②［利用不可にする］ボタンをクリック
し、コースを一度利用不可にします
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1. はじめに

③［新しいLearnのユーザエクスペリ
エンス］ボタンが表示されますので、
クリックします

💡 このボタンは、Ultraコースビューの
利用申請が完了していないと、表示され
ません
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1. はじめに

④［Ultraコースビューを試す］ボタン
をクリックします

⑤ コースの変換が開始されます。

⑥ コースの変換が完了するとメールが届
くので、再度コースにアクセスします
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1. はじめに

⑦ Ultraコースビューのプレビューが
表示されます

💡 この状態では、まだOriginalコース
ビューに戻すことが可能です
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1. はじめに

⑧［Ultraコースを利用する］ボタンを
クリックします
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1. はじめに

⑨ 再度、［Ultraコースを利用する］
ボタンをクリックします
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1. はじめに

⑩ コースがUltraコースビューに切り
替わります
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2. Originalコースビューとの相違点（１）
①コースメニューのカスタマイズができなくなりました。
ツールリンクの追加は、コンテンツエリアで行う必要が
あります

②利用できるコンテンツエリアは、一つのみとなりました。
それより深い階層はフォルダを用います

③ツールの利用可否の設定ができなくなりました
④「項目」コンテンツと「空白ページ」コンテンツが、
「ドキュメント」コンテンツに統合されています

⑤「ファイル」コンテンツは、コンテンツエリアの「アッ
プロード」メニューから追加する方式となりました
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2. Originalコースビューとの相違点（２）
⑥「ファイル」コンテンツの挙動として、「表示してダウ
ンロード」、「表示のみ」、「ダウンロードのみ」を選
択できるようになりました

⑦「ブログ」ツールは、今後、実装予定です
⑧「Wiki」ツールは、利用できなくなりました
⑨「課題」と「テスト」が、実質的に「アセスメント」と
して統合されました

⑩「アセスメント」において、「期限遅れの提出を禁止」
や「期限日後の新しい答案の作成の禁止」オプションが
利用できるようになりました
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2. Originalコースビューとの相違点（２）
⑪「アセスメント」で利用できる問題が整理されています
• 計算式問題、数値問題、作文問題、穴埋め問題、ホットスポッ
ト問題、組み合わせ問題、選択問題、正誤問題

⑫「SmartClicker」、「ビデオ配信システム」、「動画
(Azure)」などのLTIを利用して呼び出すツールは、コ
ンテンツエリアに「Content Market」メニューから
追加する必要があります

⑬コース内の「コンテンツ管理」機能が制限されています。
詳細はコンテンツ管理は、コース外のメニューから「コ
ンテンツ管理」を呼び出して行う必要があります
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3. Ultraコースビューの基本操作
• 画面構成
• 連絡事項
• メッセージ
• コンテンツ
• 課題
• テスト
• ビデオ配信システム
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3. Ultraコースビューの基本操作

コース設定
ユーザ一覧の表示可否などの設定を行います

ナビゲーションバー
タブを選択することで、コンテンツ、カレン
ダー、連絡事項、掲示板、成績表、メッセージ、
分析、グループにアクセスできます

詳細&操作
ユーザ一覧、書籍とツール、問題バンクなどへ
アクセスできます

学生表示
学生表示モードを開始します
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3. Ultraコースビューの基本操作

① ナビゲーションバーから「連絡事項」
を選択します

②（＋）ボタンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

③ タイトル、メッセージを入力します

④ オプションを設定します

⑤［保存］をクリックします



2
1

連絡事項（３） V
er
. 1
.0
0

LA
C
S
の
U
lt
ra
コ
ー
ス
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

3. Ultraコースビューの基本操作

⑥［すぐに投稿］をクリックします

💡 保存直後は、ドラフト保存の状態です
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑦ 連絡事項の閲覧が可能になります
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3. Ultraコースビューの基本操作

① ナビゲーションバーから「メッセー
ジ」を選択します

②［新しいメッセージ］ ボタンを
クリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

③「受信者」を選択します

⑥［送信］ ボタンをクリックします

④ オプションを設定します

⑤「メッセージ」を入力します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑦ メッセージが送信されます
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3. Ultraコースビューの基本操作

① ナビゲーションバーから「コンテン
ツ」を選択します 

②［コンテンツを追加］ボタンをクリッ
クします。

💡 コンテンツエリアが空の場合の操作に
なります
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3. Ultraコースビューの基本操作

③ PDFなどのファイルを追加する場合、
「アップロード」を選択します

💡 ドキュメント(旧項目)、フォルダ、リ
ンクを追加する場合は、「作成」を選択
します
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3. Ultraコースビューの基本操作

④ OSのダイアログが表示されたら、
ファイルを選択します

⑤「表示名」を編集します

⑥ オプションを選択します

⑦［保存］ボタンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑧ 表示オプションから、「学生に表示」
を選択します

💡 コンテンツ作成時は「学生に非表示」
となっています

💡「リリース条件」で、表示開始日など
の設定が可能です
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3. Ultraコースビューの基本操作

💡 すでにコンテンツが存在する場合、新
たなコンテンツは（＋）ボタンから追加
します
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3. Ultraコースビューの基本操作

① ナビゲーションバーから「コンテン
ツ」を選択します 

② 課題を追加したい位置の（＋）ボタン
をクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

③「作成」を選択
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3. Ultraコースビューの基本操作

④「課題」を選択
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑤ 課題の名前を編集します

💡 名前欄をクリックすると編集モードに
なります

⑥［設定］ボタンをクリックします

💡 課題ではこちらの欄は設定する必要は
ありません
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑦「詳細&情報」欄で、期限日や
オプションを設定します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑧「採点と提出」欄で、答案回数や最高
点、オプションを設定します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑨「その他のツール」欄で、時間制限、
ルーブリックなどを設定します

⑩ 課題の説明を入力します

⑪［保存］ボタンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑫ 課題の編集ページを閉じます
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑬「学生に表示」または「リリース
条件」を選択します
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3. Ultraコースビューの基本操作

① ナビゲーションバーから「コンテン
ツ」を選択します 

② テストを追加したい位置の（＋）ボタ
ンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

③「作成」を選択
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3. Ultraコースビューの基本操作

④「テスト」を選択
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑤ テストの名前を編集します

⑥（＋）ボタンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑦ 問題の種類や、テキスト、ファイル、
ページ区切りを選択します

💡 以降、「選択問題」で説明を行います
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑧「問題文」を入力します

⑨「オプション(選択肢)」を入力します

⑩ 正解の選択肢にチェックを入れます

⑪［保存］をクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑫ 追加の質問がある場合、（＋）ボタン
をクリックして質問を追加します

⑬「設定」ボタンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑭「詳細&情報」欄で、期限日やオプ
ションを設定します

⑮「プレゼンテーションのオプション」
欄を設定します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑯「採点と提出」欄を設定します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑰「アセスメント結果」欄を設定します

⑱「その他ツール」欄を設定します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑲ テストの説明を入力します

⑳［保存］ボタンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

㉑ テストの編集ページを閉じます
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3. Ultraコースビューの基本操作

㉒「学生に表示」または「リリース
条件」を選択します
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3. Ultraコースビューの基本操作

①「詳細&操作」メニューから「書籍と
ツール」を選択します
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3. Ultraコースビューの基本操作

②「ビデオ配信システム」を探して、
クリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

③ 別タブで、ビデオ配信システムが
起動します。

④「LACSオンライン講習会～ビデオ配
信編～」の資料などを参照して、以下の
操作を行ってください。
・ビデオの追加
・プロファイルの作成
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑤ ビデオを追加したい位置の（＋）ボタ
ンをクリックします

💡 すでに、ビデオ配信システムで、当該
コースに紐付けられたプロファイルが作
成されている状態での説明です
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑥「Content Marker」を選択します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑦「動画 (Azure)」を探して、右下の
（＋）ボタンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑧ コンテンツエリアに「動画 (Azure)」
が追加されますので、クリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑨ 別タブでビデオ配信システムが起動
します

⑩「プロファイルを選択して起動する」
を選択します

⑪［プロファイルの選択］をクリック
します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑫ 作成しておいてプロファイルを選択
します

⑬［OK］ボタンをクリックします
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑭［OK］ボタンをクリックします



6
3

ビデオ配信システム（１１） V
er
. 1
.0
0

LA
C
S
の
U
lt
ra
コ
ー
ス
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

3. Ultraコースビューの基本操作

⑮ ビデオ配信システムを閉じます
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑯ メニューを表示させ「編集」を選択
します
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3. Ultraコースビューの基本操作

⑰ 名前を変更します

⑱「学生に表示」を選択します

⑲ 説明を入力します

⑳［保存］をクリックします

💡 リリース条件は、ビデオ配信システム
のプロファイルで行います
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3. Ultraコースビューの基本操作

㉑ ビデオ配信の準備が整います
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4. お問い合わせ先
• LACSの利用方法に関するご質問は、ICT基盤センターへ
お願いいたします

• ICT基盤センター LACSサポート窓口
• 電子メールでのお問い合わせ
• lacs_support@gl.nagasaki-u.ac.jp

• LACSサポート窓口
• LACSの「コミュニティ」ページからアクセス
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